
口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 01 自己概念・社会的自己 (S11) 9 : 30～11 : 00

座長 福島 治

01-01 自我脅威への防衛反応としてのノスタルジアの検討 ○田端 拓哉 大阪市立大学
池上 知子 大阪市立大学

01-02 EPA看護師の職場体験とアイデンティティ：
過去と現在の対比の中で

○宮本 節子 兵庫県立大学
浅井 亜紀子 桜美林大学
箕浦 康子 お茶の水女子大学

01-03 国際間移動に伴うアイデンティティ再構築の諸相：
看護師の事例を中心に

○浅井 亜紀子 桜美林大学
箕浦 康子 お茶の水女子大学
宮本 節子 兵庫県立大学

01-04 受容の認知・自尊心と対人関係要因との関連：
受容の認知のパネル調査

○源氏田 憲一 実践女子大学

01-05 対人イベントの正負混在が自己愛と自己概念変動の
関連に及ぼす効果

○福島 治 新潟大学

口頭発表 01 自己概念・社会的自己 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 02 社会的認知① (S10) 9 : 30～11 : 00

座長 小杉 大輔

02-01 社会的排斥の検知・制御に関わる脳領域の検討 ○川本 大史 広島大学
小野田 慶一 島根大学
中島 健一郎 長崎女子短期大学
浦 光博 広島大学

02-02 人権プライミングがヒューリスティクスを用いた判
断に及ぼす影響
―マインドセットプライミングからの検討―

○松崎 圭佑 首都大学東京
沼崎 誠 首都大学東京

02-03 言語的身体表象の具現化が自己認知および課題遂行
に及ぼす効果

○石井 国雄 首都大学東京
沼崎 誠 首都大学東京

02-04 社会的判断の計算論モデル：「自己表象の干渉効果」
を説明する

○石井 辰典 上智大学
竹澤 正哲 上智大学

02-05 道徳的判断と他者の心の理解との関係
―幼児と児童を対象にした発達的検討―

○小杉 大輔 静岡文化芸術大学

口頭発表 02 社会的認知① 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 03 偏見・ステレオタイプ (C13) 9 : 30～11 : 00

座長 沼崎 誠

03-01 中国人の日本に対する態度
―間接的接触経験と東日本大震災の影響―

○浅井 暢子 東北大学
大渕 憲一 東北大学

03-02 平等価値の向上が潜在的偏見の低減に及ぼす効果
―潜在的連合学習を用いて―

○栗田 季佳 京都大学・日本学術振興会
唐牛 祐輔 京都大学・日本学術振興会
楠見 孝 京都大学

03-03 日本における社会的ステレオタイプの特徴 ○松尾 藍 筑波大学
高橋 尚也 立正大学
松井 豊 筑波大学

03-04 高齢化の予期がエイジズムに与える効果 ○竹内 真純 東京大学
唐沢 かおり 東京大学

03-05 システム脅威が偏差値に基づいた大学ステレオタイ
プに及ぼす効果
―高偏差値大学の学生を参加者にした検討―

○沼崎 誠 首都大学東京
石井 国雄 首都大学東京
高林 久美子 一橋大学
埴田 健司 一橋大学

口頭発表 03 偏見・ステレオタイプ 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 04 環境 (C14) 9 : 30～11 : 00

座長 楠見 孝

04-01 人と人とのつながりは地球環境を守るのか
―社会関係資本の効果の定量的検討―

○高浦 佑介 東京大学
池田 謙一 東京大学

04-02 ごみ排出マナー改善に向けた単身者向け賃貸住宅で
のアクションリサーチ

○森 康浩 北海道大学・日本学術振興会
大沼 進 北海道大学

04-03 社会的ジレンマ状況において監視が非協力行動をも
たらすとき
産業廃棄物不法投棄ゲームを用いた検討

○北梶 陽子 北海道大学
大沼 進 北海道大学

04-04 福島第 1原発事故による食品の放射能汚染情報の信
頼性評価(1)
批判的思考とメディアリテラシーが及ぼす効果

○楠見 孝 京都大学
三浦 麻子 関西学院大学
小倉 加奈代 北陸先端科学技術大学院大学

04-05 福島第 1原発事故による食品の放射能汚染情報の信
頼性評価(2)
利用する情報源とその信頼性評価

○三浦 麻子 関西学院大学
楠見 孝 京都大学
小倉 加奈代 北陸先端科学技術大学院大学

口頭発表 04 環境 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 05 対人的相互作用① (C15) 9 : 30～11 : 00

座長 大坪 庸介

05-01 大人の甘えに対する寛容度の日米韓比較 ○新谷 優 法政大学
Cha, Oona Chung-Ang University

05-02 感情の宥和機能
：社会的違反者の感情表出が解読者の和解動機に与
える影響

○佐々木 美加 明治大学

05-03 リスクテイキングと信頼 ○品田 瑞穂 北海道大学
山岸 俊男 北海道大学
三浦 亜利紗 北海道大学

05-04 友情を伝えるシグナルについての研究 ○大坪 庸介 神戸大学
野田 智里 神戸大学
松村 麻美 神戸大学

口頭発表 05 対人的相互作用① 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 06 文化 (S1X) 9 : 30～11 : 00

座長 内田 由紀子

06-01 中国人の社会関係認知とGuanxi 尺度の開発 ○李 楊 北海道大学
山岸 俊男 北海道大学

06-02 大学生を対象とした沖縄の社会状況の認知に関する
研究(4)
―差別，被差別，偏見―

○大城 冝武 沖縄キリスト教学院大学
與久田 巌 立命館大学
中村 完 琉球大学

06-03 恥の文化間類似性と多様性:日英米 3ヶ国比較による
社会生態学的アプローチ

○竹村 幸祐 京都大学
Sznycer, Daniel カリフォルニア大学サンタバーバ

ラ校
Delton, Andrewカリフォルニア大学サンタバーバ

ラ校
佐藤 剛介 北海道大学
Robertson, Theresa カリフォルニア大学サンタバーバ

ラ校
Tooby, John カリフォルニア大学サンタバーバ

ラ校

06-04 社会的排斥による心理的反応と対処方略の日米差
―社会生態学的アプローチによる検討―

○会津 祥平 北海道大学
結城 雅樹 北海道大学
大石 繁宏 バージニア大学
Miao, F. Felicity バージニア大学

06-05 検索誘導性忘却を用いた自己・他者概念の比較文化
的検証

○内田 由紀子 京都大学
上野 泰治 京都大学・マンチェスター大学

口頭発表 06 文化 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 07 集団間関係 (S11) 16 : 00～17 : 30

座長 柿本 敏克

07-01 外集団卑下を規定する要因の検討
―社会的支配志向性に着目して―

○杉浦 仁美 広島大学
坂田 桐子 広島大学

07-02 外集団脅威が差別感情・行動に与える影響 ○伊藤 健彦 東京大学
唐沢 かおり 東京大学

07-03 ナショナルアイデンティティが外集団への協力的態
度に与える効果

○熊谷 智博 大妻女子大学

07-04 自民族に関する心理的本質論が他民族への態度形成
に与える影響

○塚本 早織 名古屋大学・日本学術振興会
Enright, Joseph Athabasca University
唐沢 穣 名古屋大学

07-05 状況の現実感が集団同一視に与える影響について ○柿本 敏克 群馬大学
広瀬 幸雄 関西大学

口頭発表 07 集団間関係 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 08 社会的認知② (S10) 16 : 00～17 : 30

座長 及川 昌典

08-01 言語の使用が責任の知覚と推論に及ぼす影響 ○菅 さやか 東洋大学
岡本 真一郎 愛知学院大学
唐沢 穣 名古屋大学
吉成 祐子 岐阜大学

08-02 反ステレオタイプ情報の処理方略が潜在的ステレオ
タイプの低減に及ぼす影響

○埴田 健司 一橋大学
村田 光二 一橋大学

08-03 自己-他者間の心理的距離が原因帰属に及ぼす影響 ○山田 和樹 横浜国立大学
村本 由紀子 横浜国立大学

08-04 ジェンダー自尊心と女性同性愛者に対する態度
―女性同性愛者の外見がもたらす影響―

○鈴木 文子 大阪市立大学
池上 知子 大阪市立大学

08-05 無意識の決定はどう意識されるのか？流暢性と自由
意志感覚の関係

○及川 昌典 同志社大学
及川 晴 同志社大学

口頭発表 08 社会的認知② 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 09 社会的交換 (C13) 16 : 00～17 : 30

座長 渡部 幹

09-01 サンクショナーの評判についての実証的検討
―サンクションの分類による比較―

○真島 理恵 熊本学園大学
高橋 伸幸 北海道大学

09-02 非露見状況における利他行動が評判にもたらす効果 ○植村 友里 淑徳大学
松本 良恵 淑徳大学
神 信人 淑徳大学

09-03 一般的信頼における道徳的価値側面の考察
―全国web 調査データの分析から―

○大﨑 裕子 東京工業大学
坂野 達郎 東京工業大学

09-04 ミノサイクリンが社会的交換に与える効果：
ミクログリア仮説による検証

○渡部 幹 早稲田大学
加藤 隆弘 九州大学

口頭発表 09 社会的交換 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 10 政治 (C14) 16 : 00～17 : 30

座長 大沼 進

10-01 公共事業を巡る対立場面における信頼
―シナリオ実験による信頼モデルの比較―

○佐藤 浩輔 北海道大学
大沼 進 北海道大学

10-02 メディアが映す政治(1)：NHK ニュースは政治家
中心の放映に転換したか

○尹 月 東京大学
池田 真季 東京大学
澤海 崇文 東京大学
Steel, Gill 同志社大学

10-03 メディアが映す政治(2)：NHK は日中関係をどう
描いたか

○池田 真季 東京大学
尹 月 東京大学
澤海 崇文 東京大学
Steel, Gill 同志社大学

10-04 政治的出来事のポジティブな記憶が政治意識に与え
る効果

○岡田 陽介 慶應義塾大学

10-05 市民参加手続きが社会的受容に及ぼす長期的効果：
札幌市廃棄物政策事例

○大沼 進 北海道大学

口頭発表 10 政治 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 11 身近な人間関係 (C15) 16 : 00～17 : 30

座長 増田 匡裕

11-01 同性友人関係における主観的熟知性が魅力に及ぼす
影響

○西浦 真喜子 大阪大学
大坊 郁夫 大阪大学

11-02 親密な関係における暴力被害後の認知プロセスの検討 ○清田 尚行 東洋大学
北村 英哉 東洋大学

11-03 友人関係の「かけがえのなさ」と非互恵的利他性の
信念

○清水 裕士 関西学院大学・日本学術振興会
嘉志摩 佳久 University of Melbourne
浅野 良輔 名古屋大学・日本学術振興会

11-04 愛着スタイルの悲しき予言の自己成就は青年期の友
人関係でも成立するか？

○金政 祐司 追手門学院大学

11-05 ターニングポイント分析による「仲直り」過程の探
索的記述的研究

○増田 匡裕 高知大学

口頭発表 11 身近な人間関係 第 1日
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口頭発表 第 1日 9月 18 日 (日)

口頭発表 12 産業・組織 (S1X) 16 : 00～17 : 30

座長 杉森 伸吉

12-01 違法・有害情報対策従事者における外傷性ストレス
と精神的不健康

○落合 萌子 筑波大学・日本学術振興会
松井 豊 筑波大学

12-02 美祢社会復帰促進センター職員に対する意識調査(1)
―国職員と民間職員の協働就労評価―

○上瀬 由美子 立正大学
高橋 尚也 立正大学
矢野 恵美 琉球大学

12-03 美祢社会復帰促進センター職員に対する意識調査(2)
―官民協働刑務所における国職員と民間職員との
職場意識の比較―

○高橋 尚也 立正大学
上瀬 由美子 立正大学
矢野 恵美 琉球大学

12-04 精神科病院におけるバーンアウト―職種比較を通
じて―

○井川 純一 広島医療保健専門学校
中西 大輔 広島修道大学
志和 資朗 広島修道大学

12-05 会社員による相互評価を用いたチームワーク力測定
の試み

○杉森 伸吉 東京学芸大学・NPO 法人教育テ
スト研究センター

立石 理恵 大分県立鶴居小学校・NPO 法人
教育テスト研究センター

古屋 真 東京学芸大学・NPO 法人教育テ
スト研究センター

森 文香 東京学芸大学・NPO 法人教育テ
スト研究センター

相川 充 東京学芸大学・NPO 法人教育テ
スト研究センター

口頭発表 12 産業・組織 第 1日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 13 集団内過程 (S11) 9 : 00～10 : 30

座長 弓削 洋子

13-01 内・外集団における異なる価値観の保持者に対する
心理的排除

○武藤 麻美 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学
小原 依子 神戸女子大学

13-02 リーダーの志向性およびフォロワーの業績がリー
ダーの情報探索に及ぼす影響

○岩間 菜都美 広島大学
坂田 桐子 広島大学

13-03 リーダーシップ構造の有効性を調整する要因の検討 ○外浦 千加 広島大学
坂田 桐子 広島大学

13-04 人はミツバチよりも賢い選択を下せるか？
―評価の独立性と選択の同調が集合知に与える効
果―

○豊川 航 北海道大学
亀田 達也 北海道大学
金 恵璘 北海道大学

13-05 学級の事例にみる教師の 2つの指導性機能統合過程(2)
―一年間の学級児童の自律性・対人関係の変容―

○弓削 洋子 愛知教育大学

口頭発表 13 集団内過程 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 14 感情・動機① (S10) 9 : 00～10 : 30

座長 野田 理世

14-01 妬みと羨望を分ける要因の検討―獲得可能性に注
目して―

○井上 裕珠 一橋大学
村田 光二 一橋大学

14-02 心的距離が怒りと恐怖の生起予測に与える影響 ○佐々木 香織 (株)NTTデータスミス
沼崎 誠 首都大学東京

14-03 感情状態の異なる二者間会話の検討―相手の状態
推測に着目して

○藤原 健 大阪大学
大坊 郁夫 大阪大学

14-04 一般市民の量刑判断にはたらく応報的動機の潜在性 ○綿村 英一郎 東京大学・日本学術振興会
白井 美穂 東洋大学
高野 陽太郎 東京大学

14-05 ポジティブ出来事に伴う感情予測と学習動機づけ：
予測条件による比較検討

○野田 理世 金城学院大学

口頭発表 14 感情・動機① 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 15 電子ネットワーキング (C13) 9 : 00～10 : 30

座長 宮田 加久子

15-01 インターネット利用と社会的スキルが対人関係と関
係妄想的認知に及ぼす影響

○都築 誉史 立教大学
菊地 学 立教大学
千葉 元気 立教大学

15-02 スマートフォンを利用した携帯コミュニケーション
ログの解析

○小林 哲郎 国立情報学研究所
Boase, Jeffrey Rutgers University
曽根原 登 国立情報学研究所

15-03 Twitter の利用動機と対人関係 ○加藤 恭子 東京経済大学

15-04 ソーシャルメディアはデマの信憑性評価を抑制する
か：孤独感との関連に基づく検討

○五十嵐 祐 北海学園大学

15-05 ネットでの政治的発言を規定する要因の分析 ○宮田 加久子 明治学院大学
安野 智子 中央大学
市川 芳治 日本放送協会

口頭発表 15 電子ネットワーキング 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 16 価値意識・QOL (C14) 9 : 00～10 : 30

座長 佐藤 剛介

16-01 人の「所有する幸福感」と「行動する幸福感」に対
して，影響を与え合う要因・因子の解明

○早瀬 光司 広島大学
浦 光博 広島大学
陳 亭亭 広島大学

16-02 中年期女性の人生上の決断の構造について ○桑原 裕子 早稲田大学

16-03 家族樹形図療法を通じて得られる「社会的折り合
い」2

○高山 智 (株)青山学芸心理
佐々木 真哉 (株)青山学芸心理

16-04 孤独感が幸福感に影響を与える過程に対する関係流
動性の干渉効果の検討
―準実験手法を用いた検討

○佐藤 剛介 北海道大学
結城 雅樹 北海道大学

口頭発表 16 価値意識・QOL 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 17 パーソナリティ (C15) 9 : 00～10 : 30

座長 長谷川 孝治

17-01 サイコパシーと正当世界信念の関係性に社会経済的
地位が及ぼす影響

○増井 啓太 広島大学・日本学術振興会
入口 将一 広島大学
寺田 未来 広島大学
浦 光博 広島大学

17-02 一日の出来事が翌日への期待に及ぼす効果の大きさ
と自尊心変動性との関連：イタリア人大学生の場合

○福沢 愛 東京大学
山口 勧 東京大学

17-03 大学生の就職活動における制御フォーカス―横断
的比較研究

○山上 真貴子 お茶の水女子大学

17-04 階層的目標と社会的適応性(4)
―目標の状況変動と状況適合性に関する交互作用
的検討―

○吉澤 寛之 岐阜聖徳学園大学
中島 誠 三重大学
吉田 琢哉 東海学院大学
原田 知佳 名古屋大学
土屋 耕治 南山大学

17-05 安心さがしと社会的動機づけが心理的適応に及ぼす
影響

○長谷川 孝治 信州大学

口頭発表 17 パーソナリティ 第 2日

─ 39─



口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 18 態度・消費 (S1X) 9 : 00～10 : 30

座長 池田 謙一

18-01 悪い口コミの説得効果の検討：ブランド態度におけ
る感情と認知

○杉谷 陽子 上智大学

18-02 学科ホームページに関する評価尺度の開発と因子分析 ○山田 雅敏 浜松大学

18-03 消費者インフルエンシャルの影響力のルーツ
ソーシャルネットワーク論の観点から

○范 知善 東京大学
池田 謙一 東京大学

18-04 不況時の夫婦家事分担に対する態度表明 ○野寺 綾 日本福祉大学

18-05 消費の公共性意識の源泉を探る
世界価値観調査 2010 日本調査に基づく探索的検討

○池田 謙一 東京大学

口頭発表 18 態度・消費 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 19 集団① (S11) 11 : 00～12 : 15

座長 竹澤 正哲

19-01 不確実性が協力規範の性質認知と行動選択におよぼ
す影響

○上原 依子 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学

19-02 相互独立協調性自己観と貢献
―メンバーの能力差の影響―

○阿形 亜子 大阪大学・日本学術振興会
釘原 直樹 大阪大学

19-03 多数派がベストメンバーに敗れる時(1)：理論的分析 ○竹澤 正哲 上智大学
中分 遥 上智大学

19-04 多数派がベストメンバーに敗れる時(2)：実験的検討 ○中分 遥 上智大学
竹澤 正哲 上智大学

口頭発表 19 集団① 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 20 対人認知① (S10) 11 : 00～12 : 15

座長 川上 直秋

20-01 目標葛藤時における自己制御方略―目標依存的他
者評価―の検討

○渡邊 さおり 一橋大学
村田 光二 一橋大学

20-02 対人評価における判断基準の変移(Shifting Stan-
dards)現象について

○徐 侑里 名古屋大学
唐沢 穣 名古屋大学

20-03 社会的排除と受容・脅威のサインに対する選択的注意
―高対人不安者と低対人不安者の比較―

○田中 宏明 大阪市立大学
池上 知子 大阪市立大学

20-04 無意識にストーリーを読み取れるのか？
―閾下刺激の系列呈示を通して―

○川上 直秋 筑波大学・日本学術振興会
吉田 富二雄 筑波大学

口頭発表 20 対人認知① 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 21 対人的相互作用② (C13) 11 : 00～12 : 15

座長 相馬 敏彦

21-01 社会的ジレンマ状況における共有認識と社会的帰結
の相互構成
―排出取引ゲームを用いた検討―

○長坂 邦仁 北海道大学
佐藤 浩輔 北海道大学
大沼 進 北海道大学

21-02 一般的信頼と情動知能 ○三浦 亜利紗 北海道大学
山岸 俊男 北海道大学
品田 瑞穂 北海道大学

21-03 職場と家庭における“コミュニケーション力”観 ○小川 一美 愛知淑徳大学
矢崎 裕美子 日本福祉大学
斎藤 和志 愛知淑徳大学
磯野 正典 東海テレビ放送
大西 ルナ 東海テレビ放送

21-04 異質なネットワークにくたびれる回避動機者，満た
される接近動機者

○相馬 敏彦 広島大学
礒部 智加衣 千葉大学

口頭発表 21 対人的相互作用② 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 22 犯罪・非行 (C15) 11 : 00～12 : 15

座長 海老原 由佳

22-01 人々の法的判断における非対称な認知とその帰結 ○白岩 祐子 東京大学
荻原 ゆかり 楽天(株)
唐沢 かおり 東京大学

22-02 自主防犯活動における社会的ジレンマ認知の効果の
検討

○高木 大資 東京大学・日本学術振興会
池田 謙一 東京大学

22-03 脅威アピールによる犯罪予防行動の促進(3)
―自転車の施錠行動を例として―

○島田 貴仁 科学警察研究所
荒井 崇史 科学警察研究所

22-04 母親の「不審者不安」が子どもの社会性発達に及ぼ
す影響

○海老原 由佳 NPO法人 CAPユニット
唐沢 かおり 東京大学

口頭発表 22 犯罪・非行 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 23 社会問題・社会病理 (S1X) 11 : 00～12 : 15

座長 池内 裕美

23-01 Cognition to Problem Solving in Earthquake,
Finance Panic and Credit Card
in Description, Reasoning and Media

○ Itoigawa, Yukihiro Wisdom Inc.

23-02 ソーシャル・キャピタルと社会貢献志向
～人と企業と社会に対する信頼を育む人々～

○片桐 恵子 日本興亜福祉財団
菅原 育子 東京大学

23-03 きょうだいのレジリエンスと相互独立性・相互協調
性との関連

○河村 真千子 東京大学

23-04 形見の意味：人は形見に何を求めるのか ○池内 裕美 関西大学
樋口 隆太郎 関西大学
富田 拓郎 関西大学

口頭発表 23 社会問題・社会病理 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 24 集団② (S11) 13 : 30～14 : 45

座長 尾関 美喜

24-01 攻撃行動を称賛する評価者：攻撃行動を見ることの
精神的利益と集団カテゴリーの影響

○寺口 司 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学

24-02 サークル集団への態度の探索的検討 ○高田 治樹 筑波大学

24-03 内集団ひいき行動の適応的基盤―ランダムマッチ
ング状況における検討―

○小野田 竜一 北海道大学・日本学術振興会
高橋 伸幸 北海道大学

24-04 マルチレベル・アプローチからみた集団アイデン
ティティが予測する集団内行動
―援助行動と罰行動にみられる相違に着目して―

○尾関 美喜 早稲田大学
三船 恒裕 神戸大学・日本学術振興会
中島 健一郎 長崎女子短期大学

口頭発表 24 集団② 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 25 感情・動機② (S10) 13 : 30～14 : 45

座長 樋口 収

25-01 回顧的悲観主義における意味づけの効果 ○桑山 恵真 一橋大学
村田 光二 一橋大学

25-02 共感と自己投影は区別できるか？ ○佐々木 超悦 北海道大学
村田 藍子 北海道大学
樋口 さとみ 北海道大学
亀田 達也 北海道大学

25-03 制御焦点と目標への時間的距離の知覚 ○竹橋 洋毅 名古屋大学
高沢 佳司 名古屋大学
原田 知佳 名古屋大学
服部 陽介 名古屋大学・日本学術振興会

25-04 健康目標の進展の知覚が空腹感に及ぼす影響 ○樋口 収 一橋大学
新井田 恵美 帝京大学

口頭発表 25 感情・動機② 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 26 対人認知② (C13) 13 : 30～14 : 45

座長 今城 志保

26-01 笑みが魅力に及ぼす効果
―笑みは美しさを増すか？―

○川名 好裕 立正大学
齊藤 勇 立正大学

26-02 自己呈示欲求が就職志望者の行動に及ぼす効果 ○土屋 裕希乃 青山学院大学

26-03 相反する 2つの態度を同時に形成することは可能か
―連合的過程が錯誤相関に及ぼす影響―

○菊池 健 上智大学・日本学術振興会
道又 爾 上智大学

26-04 採用面接おける初期印象の影響 ○今城 志保 リクルートマネジメントソリュー
ションズ

繁桝 江里 青山学院大学

口頭発表 26 対人認知② 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 27 社会問題・リスク認知 (C14) 13 : 30～14 : 45

座長 中谷内 一也

27-01 米国産輸入牛肉に対する態度の変容過程に関する研
究(3)

○元吉 忠寛 関西大学

27-02 マスコミが対象とするスケープゴートの変遷(19)
刺激の感情価が記憶バイアスに及ぼす影響

○釘原 直樹 大阪大学
植村 善太郎 福岡教育大学
村上 幸史 神戸山手大学
阿形 亜子 大阪大学

27-03 マスコミが対象とするスケープゴートの変遷(20)
2010 年の口蹄疫流行に関する新聞報道の分析

○植村 善太郎 福岡教育大学
村上 幸史 神戸山手大学
阿形 亜子 大阪大学
釘原 直樹 大阪大学

27-04 信頼の SVS モデル(5)：東日本大震災に関連した組
織の信頼

○中谷内 一也 同志社大学

口頭発表 27 社会問題・リスク認知 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 28 援助 (C15) 13 : 30～14 : 45

座長 太田 仁

28-01 社会的交換の 2 つのモード―愛情モードと義理
モード

○松本 良恵 淑徳大学
神 信人 淑徳大学

28-02 ボランティア活動を行う中高生の心理過程 ○山本 陽一 筑波大学

28-03 叱られ経験が援助要請態度に及ぼす影響(1)：
援助要請態度尺度の構造の検討

○太田 仁 梅花女子大学
阿部 晋吾 梅花女子大学

28-04 叱られ経験が援助要請態度に及ぼす影響(2)：
正当性評価を介した要因間の関連性の検討

○阿部 晋吾 梅花女子大学
太田 仁 梅花女子大学

口頭発表 28 援助 第 2日
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口頭発表 第 2日 9月 19 日 (月)

口頭発表 29 比較文化 (S1X) 13 : 30～14 : 45

座長 高橋 伸幸

29-01 宇宙空間の基準系の変化がもたらす価値観と行動の
変容

○木下 冨雄 (財)国際高等研究所
野口 聡一 JAXA 宇宙飛行士

29-02 協調行動と他者からの反応予測 ○橋本 博文 北海道大学・日本学術振興会
山岸 俊男 北海道大学

29-03 在日中国人学生を対象とする異文化適応スキル訓練
のプログラムおよびその効果

○毛 新華 大阪大学

29-04 人間関係における資源投資戦略の国際比較 ○高橋 伸幸 北海道大学
稲葉 美里 北海道大学
Willer, Robb カリフォルニア大学
Barclay, Patt ゲルフ大学

口頭発表 29 比較文化 第 2日
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